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闘
争
指
示
第
１２
号

１
、
第
１
７
３
回
臨
時
国
会
召

集
に
あ
わ
せ
、
鳩
山
政
権
の
も
と

で
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解
決
を
要

請
す
る
「
１０
月
行
動
」
を
配
置
す

る
。
行
動
内
容
は
、
①
国
会
議
員

へ
の
要
請
、
②
連
合
な
ど
労
働
団

体
を
は
じ
め
、
関
係
方
面
等
に
対

す
る
協
力
要
請
、
③
鉄
道
・
運
輸

機
構
に
対
す
る
要
請
、
③
国
会
議

員
会
館
前
で
の
行
動

等
を
柱

と
す
る
。

２
、
各
地
方
機
関
は
１０
月
下
旬

か
ら
１１
月
末
を
ゾ
ー
ン
と
し
、
各

県
・
地
区
に
お
け
る
集
会
や
各
種

行
動
を
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
集

会
に
お
い
て
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
に
参
加
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、「
集
会
決
議
文
」
を
採
択
し

て
内
閣
府
、
国
土
交
通
大
臣
等
へ

提
出
す
る
。
ま
た
組
織
内
は
も
と

よ
り
、
支
援
・
共
闘
の
仲
間
に
も

闘
争
団
員
・
家
族
の
闘
い
と
生
活

を
支
え
る
ア
ル
バ
の
統
一
物
販
や

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
カ
ン
パ
等
の
取
り
組

み
を
引
き
続
き
広
げ
る
こ
と
。

３
、
地
方
議
会
で
の
意
見
書
採

択
運
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。
ま

た
地
方
議
会
で
賛
同
い
た
だ
い
た

政
党
・
会
派
に
対
し
、
中
央
省
庁

へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
も
ら
う

要
請
行
動
を
展
開
す
る
。
ま
た
、

労
働
委
員
会
労
働
者
側
委
員
に
よ

る
政
府
要
請
に
つ
い
て
も
、
さ
ら

に
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
く
。

４
、
各
地
方
で
の
取
り
組
み
の

集
約
点
と
し
て
１１
月
下
旬
を
目
標

に
、
数
百
名
規
模
の
闘
争
団
・
家

族
に
よ
る
上
京
行
動
を
実
施
し
、

「
政
治
窓
口
」
と
の
連
携
の
も

と
、
与
野
党
全
会
派
に
よ
る
政
治

的
合
意
形
成
に
向
け
た
「
院
内
集

会
」
の
成
功
を
期
す
。

５
、
１
０
４
７
名
が
国
鉄
清
算

事
業
団
か
ら
解
雇
さ
れ
、
２０
年
目

に
あ
た
る
来
年
２
月
１６
日
に
中
央

集
会
を
計
画
す
る
。

６
、
裁
判
所
に
対
す
る
各
種
署

名
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

政
治
的
・
全
体
的
解
決
を
促
進

す
る
う
え
で
の
『
裁
判
対
策
の
一

環
』
と
位
置
付
け
、
闘
争
指
示
第

９
号
（
９
月
３０
日
）
に
よ
り
、
横

浜
地
裁
に
対
す
る
「
『
採
用
差
別

横
浜
人
活
訴
訟
』
の
公
正
な
判
決

を
求
め
る
署
名
」
活
動
を
展
開
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
東
京
地
裁
に

対
す
る
「
『
採
用

差

別

国

労

訴

訟
』
の
公
正
な
判
決
を
求
め
る
要

請
書
」
を
取
り
組
む
。
ま
た
最
高

裁
で
係
争
し
て
い
る
「
鉄
建
公
団

訴
訟
」
署
名
に
つ
い
て
も
、
協
力

体
制
を
確
立
す
る
も
の
と
す
る
。

い
ず
れ
も
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

は
別
途
指
示
す
る
。

７
、
各
訴
訟
の
進
行
状
況
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

�

「
採
用
差
別
横
浜
人
活
訴

訟
」
お
よ
び
「
採
用
差
別
国
労
訴

訟
」①

８
月
６
日
に
採
用
差
別
国
労

横
浜
人
活
訴
訟
（
原
告
３
人
）
が

横
浜
地
裁
第
７
民
事
部
で
結
審
。

判
決
日
は
１２
月
２２
日
（
横
浜
地
裁

５
０
２
号
法
廷
）
。

②
９
月
３０
日

採
用
差
別
国
労

訴
訟
（
原
告
５
４
２
人
）
も
東
京

地
裁
第
１１
民
事
部
で
結
審
。
判
決

日
は
「
追
っ
て
指
定
」
と
な
る
。

�

「
鉄
建

公

団

訴

訟
」（
原

告
３
０
４
人
）
最
高
裁
第
三
小
法

廷

係

属
（
Ｈ
２１
・
８
・
２１
）
原

告

側

か
ら
上
告
理
由
書
、
上
告
受
理
申

立
理
由
書
を
７
月
２１
日
に
提
出
。

�

「
全
動

労

訴

訟
」（
原

告

５８
人
）
東
京
高
裁
第
２４
民
事
部
係

属
。
９
月
２４
日
に
東
京
高
裁
で
第

４
回
弁
論
が
開
催
さ
れ
、
次
回
期

日
は
１２
月
１７
日
と
な
る
。

�

「
鉄

道
・
運

輸

機

構

訴

訟
」（
一
審

原

告
３５
人
）
東

京

高

裁
第
１４
民
事
部
係
属
。
９
月
２９
日

に
東
京
高
裁
で
第
５
回
弁
論
が
開

催
さ
れ
、
次
回
期
日
は
１２
月
１０
日

と
な
る
。

闘
争
指
示
第
１３
号

１
、
闘
争
団
の
１０
月
上
京
行
動

に
つ
い
て

�

日
時

１０
月
２３
日
１６
時
〜

１０
月
３０
日
１２
時
ま
で
。

�

内
容

宣
伝
行
動
、
議
員

要
請
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
前
行

動
、
そ
の
他
。

�

参
加

北
海
道
・
本
州
・

九
州
の
闘
争
団
。

２
、「
１０
月
中

央

行

動
」
の

取

り
組
み
に
つ
い
て

�

日
時

①
１０
月
２７
日
１０
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分

鉄
道
・
運
輸
機
構
前
（
横

浜
桜
木
町
）
。

②
１０
月
２８
日
（
水
）
１０
時
〜
１６

時

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
。

③
１０
月
２９
日
（
木
）
１０
時
〜
１６

時

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
。

④
１０
月
３０
日
（
金
）
１０
時
〜
１２

時

衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
。

�

行
動
内
容

宣
伝
行
動
、

議
員
要
請
、
鉄
道
運
輸
機
構
前
行

動
、
他
。

本
部
は
１０
月
１５
日
に
開
い
た
中
央
闘
争
委
員
会
で
、
政
治
解
決
に
向
け
た
機
運
を
逃
す
こ
と
な
く
、

不
退
転
の
決
意
を
持
っ
て
当
面
す
る
闘
い
の
展
開
に
全
力
を
あ
げ
る
方
針
を
決
め
、
闘
争
指
示
第
１２
号

と
第
１３
号
（
１０
月
行
動
の
展
開
）
を
発
し
た
。
民
主
・
社
民
・
国
民
新
党
連
立
政
権
が
発
足
し
、
１
カ

月
を
迎
え
た
な
か
で
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
被
解
雇
者
の
平
均
年
齢
が
５６
歳
と

な
り
、
解
決
を
見
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
者
も
５５
人
を
数
え
、
病
床
に
伏
す
者
も
後
を
絶
た
な
い
な

ど
、
精
神
的
、
肉
体
的
に
も
当
事
者
と
そ
の
家
族
の
苦
痛
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
く
、
一
刻
の
猶
予
も

許
さ
れ
な
い
「
待
っ
た
な
し
」
の
状
況
に
あ
る
。

１０
月
１４
日
に
開
い
た
「
４
者
・
４
団
体
」
会
議
で
は
、
あ
く
ま
で
も
政
治
の
決
断
に
も
と
づ
く
、
政

府
の
責
任
に
よ
る
解
決
を
求
め
る
基
本
姿
勢
を
あ
ら
た
め
て
堅
持
し
、
引
き
続
き
、
一
糸
乱
れ
ぬ
団
結

の
も
と
、「
解
決
の
出
口
」
に
向
か
い
、
総
力
戦
を
展
開
す
る
決
意
を
固
め
た
。
ま
た
、「
採
用
差
別
横

浜
人
活
訴
訟
」
の
判
決
日
が
１２
月
２２
日
に
確
定
し
、「
採
用
差
別
国
労
訴
訟
」
も
去
る
９
月
３０
日
に
結

審
を
迎
え
、
最
高
裁
で
係
属
中
の
「
鉄
建
公
団
訴
訟
」
の
判
決
を
め
ぐ
る
動
向
も
予
断
を
許
さ
な
い
。

当面する闘い

１１
月
下
旬
に
は
上
京
行
動

各各
県県
・・
地地
区区
でで
集集
会会

１０
・
７

厚
労
省
、
１
週
間

の
新
型
イ
ン
フ
ル
集
団
感
染

５
４
２
８
件
で
前
週
の
１
・
８

倍
と
発
表
。

１０
・
９

オ
バ
マ
米
大
統
領

に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
。

１０
・
１０

パ
キ
ス
タ
ン
国
軍

司
令
部
に
イ
ス
ラ
ム
武
装
集
団

が
突
入
し
銃
撃
戦
。

１０
・
１１

岡
田
外
相
が
ア
フ

ガ
ン
電
撃
訪
問
し
民
生
分
野
軸

に
支
援
強
化
を
表
明
。

１０
・
１２

国
交
相
が
羽
田
の

国
際
ハ
ブ
空
港
化
方
針
表
明
▽

北
朝
鮮
が
日
本
海
に
向
け
て
短

距
離
ミ
サ
イ
ル
５
発
発
射
。

１０
・
１５

英
・
北
極
研
究
チ

ー
ム
が
実
地
調
査
踏
ま
え
夏
の

氷
２０
年
内
に
消
滅
と
発
表
。

１０
・
１６

高
裁
那
覇
支
部
、

沖
縄
市
泡
瀬
干
潟
訴
訟
判
決
で

公
金
支
出
差
し
止
め
。

１０
・
１８

Ｊ
Ｒ
西
取
締
役
・

山
崎
前
社
長
辞
任
へ
。

全
労
協
は
、
第
２１
回
定
期
全
国

大
会
を
９
月
２７
〜
２８
日
、
静
岡
県

熱
海
市
で
開
き
、
①
国
鉄
闘
争
勝

利
、
②
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
、
③

平

和
・
護

憲

運

動
、
④

２
０
１
０
年
け
ん
り
春
闘
に
向
け

た
準
備

な
ど
を
骨
子
と
す
る

活
動
方
針
を
決
定
し
、
藤
崎
議
長

・
中
岡
事
務
局
長
を
中
心
と
す
る

新
役
員
を
選
出
し
た
。
大
会
は
、

民
主
・
社
民
・
国
民
新
連
立
政
権

が
発
足
し
た
新
た
な
政
治
情
勢
、

世
界
大
不
況
下
の
経
済
情
勢
、

「
派
遣
・
非
正
規
」
切
り
、
失
業

率
５
・
７
％
、
国
鉄
闘
争
が
最
重

要
山
場
を
迎
え
る
な
ど
の
労
働
情

勢
、
貧
困
・
格
差
社
会
の
深
ま
り

な
ど
の
情
勢
下
で
開
か
れ
、
全
国

か
ら
１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
藤
崎

議

長

は
、「
連

立

政

権

が

発

足

し
、
脱
・
官
僚
依
存
を
掲
げ
た
新

た
な
政
治
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一

方
で
取
り
巻
く
国
際
情
勢
、
政
治

・
経
済
情
勢
、
雇
用
情
勢
は
厳
し

く
、
希
望
と
困
難
の
船
出
と
な
っ

た
。
私
た
ち
は
、
政
治
の
歴
史
的

大
転
換
を
支
持
す
る
立
場
に
立

ち
、
働
く
も
の
が
報
わ
れ
る
政
治

を
実
現
さ
せ
た
い
」
と
強
調
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
２６
人
が
発
言

し
、
①
国
鉄
闘
争
、
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
反

合
理
化
闘
争
、
③
郵
政
職
場
の
ス

ト
ラ
イ
キ
闘
争
、
④
中
小
民
間
の

争
議

に
つ
い
て
報
告
。
活
動

方
針
に
つ
い
て
は
労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
運
動
、
国
鉄
闘
争
勝

利
、
派
遣
・
非
正
規
労
働
者
・
外

国
人
労
働
者
の
権
利
確
立
や
、
地

域
共
闘
の
強
化
、
組
織
化
な
ど
全

労
協
運
動
の
発
展
を
求
め
る
補
強

意
見
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

大
会
最
後
に
は
、「
国
鉄
闘
争

勝
利
」「
労
働
者
派
遣
法
抜
本
改

正
」「
移

住

労

働

者

の

権

利

確

立
」
の
決
議
３
本
を
採
択
。
大
会

宣
言
で
は
、「
私
た
ち
は
、
平
和

と
民
主
主
義
を
確
立
す
る
闘
い
に

取
り
組
み
、
憲
法
改
悪
の
策
動
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
雇
用
破
壊

・
生
活
苦
、
貧
困
・
格
差
社
会
を

深
め
て
き
た
構
造
改
革
・
規
制
緩

和
、
企
業
優
遇
政
策
を
転
換
さ

せ
、
安
定
雇
用
の
確
保
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
拡
充
を
実
現
し
よ

う
。
派
遣
法
の
抜
本
改
正
を
は
じ

め
労
働
者
保
護
へ
労
働
法
制
の
全

面
改
正
を
実
現
し
よ
う
」
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。

（
中
岡
）

◎
新
役
員
体
制

議
長＝

藤
崎

良
三
▽
副
議
長＝

高
野
苗
実
、
金

澤
壽
▽
事
務
局
長＝

中
岡
基
明
▽

事
務
局
次
長＝

鈴
木
純
一
▽
常
任

幹
事＝

鈴
木
郁
夫
、
山
下
恒
生
、

森
下
茂
、
諸
隈
信
行
、
池
上
文
夫
、

柚
木
康
子
、
倉
林
浩
、
稲
村
守
、
遠

藤

一

郎
、
田

宮

高

紀
、
渡

辺

啓

二
、
原
雄
次
、
菊
池
勝
実
▽
会
計

監
査＝

築
樋
鍵
二
、
山
崎
努
。

全労協大会

派
遣
法
の
抜
本
改
正
を

規
制
緩
和
政
策
の
転
換
へ

今年３人目の加入
長野運輸分会で４９歳営業係
１０月１６日、長野地本長野運輸分会

で４９歳営業係が国労に加入した。今

年３人目となるもの。（長野地本発）

意
見
書
採
択
は

１
２
２
０
本
に

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決

を
求
め
る
地
方
議
会
の
意
見
書
採

択
は
、
１０
月
１９
日
現
在
、
累
計
で

８
２
６
自
治
体
１
２
２
０
本
（
１９

都
道
府
県
・
２
７
５
市
・
４
５
６

町
・
６０
村
・
１６
特
別
区
）
と
な
っ

た
。
最
高
裁
判
決
後
で
も
３
５
０

地
方
議
会
が
採
択
し
て
い
る
。
こ

の
９
月
議
会
で
採
択
し
た
地
方
議

会
は
以
下
の
と
お
り
。（
☆
印
は

初
採
択
）

９
・
１１

佐
賀
県
有
田
町
☆

９
・
１７

佐
賀
県
大
町
町

９
・
１７

秋
田
県
八
峰
町
☆

９
・
１８

香
川
県
三
豊
市
☆

９
・
１８

秋
田
県
に
か
ほ
市
☆

９
・
２９

秋
田
県
由
利
本
荘
市
☆

福
知
山
線
脱
線
事

故
に
関
し
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
、
航
空
・
鉄

道
事
故
調
査
委
員
会

の
一
部
委
員
と
接
触

し
、
事
故
調
査
報
告

書
の
内
容
を
公
表
前
に
入
手
。
ま

た
、
事
故
調
査
委
員
会
の
意
見
聴

取
会
に
参
加
を
要
請
。
公
述
人
に

対
す
る
働
き
か
け
が
あ
っ
た

と
公
表
さ
れ
た
。
す
で
に
国
労
西

日
本
を
含
め
た
３
組
合
が
「
重
大

な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
。
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
再
起
に
期
待
を
い
た

だ
い
て
い
る
社
会
の
皆
さ
ま
を
裏

切
る
行
為
」
と
声
明
を
発
し
て
い

る
▼
９１
年
の
信
楽
事
故
後
、「
ア

メ
リ
カ
の
国
家
運
輸
安
全
委
員
会

の
よ
う
な
機
関
を
」
と
遺
族
を
含

む
運
動
で
作
ら
れ
た
の
が
「
航
空

・
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
」
。
わ

れ
わ
れ
も
国
土
交
通
省
や
行
政
か

ら
独
立
し
た
機
関
と
す
べ
き
と
運

動
を
展
開
し
て
き
た
。
今
回
の
事

件
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
責
任
だ
け
で

な
く
事
故
調
査
委
員
会
の
独
立
性

に
も
問
題
が
あ
る
た
め
に
起
き

た
。
ま
た
、「
な
ぜ
国
鉄
出
身
者

が
事
故
調
の
委
員
な
の
か
」
と
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
鉄

道
の
専
門
官
を
鉄
道
会
社
と
は
独

立
し
て
養
成
し
調
査
委
員
会
の
委

員
に
す
る
努
力
が
な
い
た
め
に
起

き
た
▼
「
失
敗
に
学
ぶ
」「
事
実

か
ら
出
発
し
原
因
究
明
と
対
策

を
」「
客
観
的
な
目
で
分
析
・
対

策
を
」
と
の
「
安
全
哲
学
」
が
根

本
的
に
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

今
回
の
事
件
は
、
亡
く
な
ら
れ
た

遺
族
と
の
信
頼
関
係
を
大
き
く
崩

し
、
事
故
調
査
委
員
会
の
報
告
書

の
信
憑
性
す
ら
疑
問
を
持
た
せ
る

結
果
を
招
い
た
。
あ
わ
せ
て
現
場

で
働
く
労
働
者
と
会
社
上
層
部
と

の
信
頼
関
係
も
大
き
く
崩
し
た
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
冷

静
に
、
か
つ
一
歩
ず
つ
再
出
発
を

計
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

（
博
）
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������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈募集代理店〉

アベニール 株式会社
�　03-3437-6810　�　03-3437-6822
〒１０５－０００４　港区新橋５－１５－５　交通ビル３F

◆月払保険料（団体取扱）保険料払込期間：終身
がん保険フォルテ：バリュープランS 2倍 入院日額１万円

65歳55歳45歳35歳
7,952円5,810円4,222円3,038円

 （２００８年４月１日現在）

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があ
ります。

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の生涯保障 《アフラックのがん保険 �（フォルテ）》
がんの場合　 一時金４０万円
上皮内新生物の場合　 一時金４万円

初めて診断確定されたとき
診断給付金

がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき 年金２０万円×４年間　＊生存している場合

がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）

１日につき　 １０,０００円入院したとき　　入院給付金
１回につき ２０万円手術したとき　　手術給付金

１日につき　 １０,０００円５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金

１日につき １０,０００円特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額７００万円まで）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

下記①～④以外の先進医療　実費／上限５０万円
②悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊１）
実費／上限２９０万円

①固形がんに対する重粒子線治療
実費／上限３２０万円

特
定
先
進
医
療

④ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
３４陽性造血幹細胞移植（＊３）
実費／上限１３０万円

③脊椎腫瘍に対する腫瘍脊推骨全摘術
（＊２）
実費／上限２１０万円

１回につき １５万円（１年間に１回まで）先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金

１０万円がんで死亡したとき　死亡保険金
（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊推腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。

訪問面談サポートと専門医紹介（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）プレミアサポート※
※トータルケアプランS、バリュープランS2倍以上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。 AF104-2008-0106　4月18日

〒163-0456
東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

〈引受保険会社〉

系列法人第五支社

保険期間：終身・契約年齢：０歳～８０歳
バリュープランＳ　２倍

鉄道関連労

友
愛
と
信
義
掲
げ
活
動

関
連
労
働
者
で
共
同
行
動

鉄道関連労の第３７回定期総会

原子力政策の転換を求める集会（撮影＝神宮義秋）

鉄
道
関
連
労
（
鉄
道
関
連
産
業

労
働
組
合
協
議
会
）
は
、
第
３７
回

定
期
総
会
を
１０
月
７
日
、
都
内
・

芝
弥
生
会
館
で
開
き
、
役
員
・
代

議
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
４０
数
人
が

参
加
し
た
。
総
会
で
は
、
先
の
総

選
挙
で
政
権
交
代
が
実
現
し
て
民

主
党
を
中
心
と
す
る
連
立
政
権
が

誕
生
し
た
新
た
な
情
勢
を
受
け

て
、
国
関
労
当
時
か
ら
引
き
続
く

鉄
道
関
連
企
業
に
働
く
労
働
者
の

団
結
と
共
同
行
動
を
目
標
に
し
、

今
ま
で
以
上
に
「
友
愛
と
信
義
」

に
も
と
づ
い
た
運
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
木
本
道
夫
議

長
（
鉄
構
労
）
、
石
上
浩
一
事
務

局
長
（
国
労
）
を
再
選
し
た
。

総
会
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
組
織
改
変
で
一
時
凍
結
状

態
で
あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ

ン
庄
司
敏
則
事
務
局
長
か
ら
凍
結

を
解
除
す
る
旨
の
報
告
が
さ
れ
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

国
に
原
子
力
政
策
の
転
換
を
求
め
る
「
１０
・
３
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

２
０
０
９

放
射
能
を
出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
」
が
１０
月
３
日
、
都
内
・
明
治
公
園
で
開
か
れ
た
。
原
発

や
原
子
力
施
設
に
反
対
す
る
各
地
の
住
民
、
市
民
団
体
、
労
働
組
合
か
ら
７
０
０
０
人
が
参
加
し
青

山
通
り
や
原
宿
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

集
会
は
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田

慧
さ
ん
や
映
画
評
論
家
の
お
す
ぎ

さ

ん

ら

が

呼

び

か

け
、
全

国

５
８
６
団
体
・
６
２
５
人
が
賛
同

し
た
。
前
日
に
は
政
府
に
政
策
転

換
を
求
め
る
署
名
簿
を
提
出
し
た
。

あ
い
さ
つ
し
た
鎌
田
さ
ん
（
実

行
委
員
会
共
同
代
表
）
は
「
原
発

政
策
は
す
で
に
破
た
ん
し
て
い

る
。
原
子
力
政
策
の
転
換
を
め
ざ

し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
。
同

じ
共
同
代
表
の
小
木
曽
美
和
子
さ

ん
（
原
子
力
発
電
に
反
対
す
る
福

井
県
民
会
議
）
は
「
老
朽
化
し
た

原
発
を
大
地
震
が
襲
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。
負
の
遺
産
を
子
ど
も

た
ち
に
残
さ
な
い
た
め
、
政
策
転

換
を
」
と
訴
え
た
。

民
主
党
の
相
原
久
美
子
参
院
議

員
は
「
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
転
換
し
て
い
き
た

い
」
、
消
費
者
・
少
子
化
担
当
大

臣
の
福
島
瑞
穂
社
民
党
党
首
は

「
原
子
力
政
策
の
転
換
を
一
緒
に

や
っ
て
い
こ
う
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の

た
め
に
原
発
を
推
進
し
よ
う
と
い

う
考
え
に
反
対
」
と
語
っ
た
。

青
森
県
六
ヶ
所
村
の
再
処
理
工

場
や
、
佐
賀
県
の
玄
海
原
発
で
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
、
山
口
県
の

上
関
原
発
建
設
に
そ
れ
ぞ
れ
反
対

す
る
住
民
が
現
状
と
地
元
で
の
運

動
な
ど
を
報
告
、
参
加
者
に
協
力

を
求
め
た
。

実
行
委
共
同
代
表
の
福
山
真
劫

原
水
禁
代
表
は
「
闘
い
が
な
け
れ

ば
、
政
府
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

転
換
を
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
強
調
し
、
各
地
元
と
中
央
で
の

取
り
組
み
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

（
連
合
通
信
）

原
子
力
政
策
の
転
換
を

全
国
か
ら
住
民
や
組
合
員

平和フォーラム

原
子
力
空
母
配
備
撤
回
を

母
港
化
１
周
年
に
抗
議
集
会

９・２８全国集会の抗議デモ

「
空
母
母
港
化
３６
周
年
・
原
子

力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

横
須
賀
基
地
母
港
化
１
周
年
抗
議

・
原
子
力
空
母
配
備
撤
回
を
求
め

る
９
・
２６
全
国
集
会
」
が
９
月
２６

日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
開
か

れ
た
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
全

国
か
ら
参
加
し
た
２
８
０
０
人
が

市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
米
海
軍
横

須
賀
基
地
に
向
け
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
た
。

同
基
地
は
昨
年
９
月
２５
日
に
ジ

ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
が
配
備
さ

れ
て
以
降
、
原
子
力
潜
水
艦
オ
ハ

イ
オ
や
原
子
力
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ
が

入
れ
代
わ
り
立
ち
代
り
寄
港
す
る

な
ど
、
原
子
力
艦
船
の
出
撃
基
地

と
し
て
の
機
能
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。代

表
あ
い
さ
つ
し
た
藤
本
泰
成

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
は
、

「
軍
隊
や
基
地
は
人
の
命
を
奪
う

た
め
の
も
の
。
な
か
で
も
原
子
力

空
母
は
危
険
極
ま
り
な
く
、
安
全

も
確
認
で
き
な
い
。
命
を
大
切
に

す
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
連
帯

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」
と
訴

え
た
。

神
奈
川
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の

宇
野
峰
雪
代
表
は
「
一
人
ひ
と
り

の
力
を
集
め
、
空
母
母
港
化
を
や

め

さ

せ

る

闘

い

を

が

ん

ば

ろ

う
」
。
山
城
博
治
全
国
基
地
問
題

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
（
沖
縄

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

は
「
新
連
立
政
権
が
新
基
地
建
設

反
対
と
普
天
間
基
地
即
時
返
還
に

大
胆
に
踏
み
切
り
、
米
国
と
交
渉

す
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
強
調
し

た
。

（
連
合
通
信
）

自然体
鉄路沿線３０年

山上敏夫・元大船工場

１
９
９
２
年
、
Ｓ
Ｌ
撮
影
に
行

っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
ジ
ャ
ナ
カ
プ
ー

ル
駅
前
広
場
で
ス
ナ
ッ
プ
を
し
た

写
真
で
、
イ
ン
ド
で
も
よ
く
見
か

け
る
行
者
で
あ
る
。
大
き
な
菩
提

樹
の
木
陰
で
瞑
想
に
ふ
け
っ
て
い

た
と
こ
ろ
へ
カ
メ
ラ
を
向
け
た
ら

す
ば
ら
し
い
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く

れ
た
。
タ
ー
バ
ン
を
頭
に
、
伸
び

放
題
の
髭
や
髪
の
毛
が
自
然
体
で

す
ば
ら
し
か
っ
た
。

私
も
長
野
で
自
然
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
。
現
在
、
こ
の
写
真
を

見
る
と
１７
年
前
に
出
会
っ
た
行
者

の
姿
が
乗
り
移
っ
た
よ
う
で
不
思

議
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

悟
り
を
開
い
た
そ
の
顔
は
実
に
美

し
く
私
も
そ
う
な
り
た
い
と
思
う
。

（
「
ネ
パ
ー
ル
」
第
２
話
）
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